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Kiwi Syslog Server NG 1.5リリースノート 

リリース日：2026年 1月 22日 

Kiwi Syslog Server NG 1.5の新機能を紹介します。システム要件についてはこちらをご覧ください。 

 

KSS NGでサポートされているバージョンのリリースノート、システム要件、製品ガイドPDFを表示するには、KSS NG 

previous versionsを参照してください。KSSの複数のバージョンのリリースノートを 1 ページで表示するには、 KSS 

release notes aggregator を参照してくださいを参照してください。 

 

 KSS NGの新機能と改善点 

o 新しいデータベースのサポート  

o 電子メールの詳細なログ記録を追加 

o Log to a Fileアクションのタイムゾーンサポートの改善 

o サービスとインストーラーが.NET 10に移行 

o 一般的な改善 

 修正された問題 

 インストールまたはアップグレード 

 サポート終了（End of life） 

 Legal notices（法的通知） 

KSS NGの新機能と改善点 

新しいデータベースのサポート 

KSS NG 1.5 では、ログをデータベースに一括挿入するアクション「Log to database - new bulk insert」の機能が拡

張され、PostgreSQL、MySQL、Oracle DB、MongoDB のサポートが追加されました。 

 

電子メールの詳細なログ記録を追加 

KSS NGナビゲーションバー Setup > Settings > MAIL > GENERAL > E-mail logging options の Enable verbose 

logging(詳細なログ記録) を有効にすると、SMTP サーバーが無効になっている、または、アクセスできない場合でも、サ

ービスがすべてのアクティビティを追跡できるようにログに記録します。 

（デフォルトで、C:¥ProgramData¥Solarwinds¥KiwiSyslogService¥logs¥emails内に EmailLog-YYYY-MM-DD.txtで保

存） 

 

Log to a fileアクションのタイムゾーンサポートの改善 

「Log to a file」アクションのファイル名に時間関連の AutoSplit変数を含む場合に、UTCを使用するか、ローカルタイムを使

https://support.solarwinds.com/Success_Center
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/system_requirements/system_requirements.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/previous_versions.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/previous_versions.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/release_notes/release_notes_aggregator.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/release_notes/release_notes_aggregator.htm
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用するかを設定できるようになりました（Settings > FORMATTING > LOG TO FILE SETTINGS）。 

□Use local time instead of UTC time for auto-split variables 

を有効にすると時間に関する AutoSplit 値がローカルタイムとなります。 

ジュピターテクノロジー補足：このオプションを有効としても、KSS NG 1.5.0.3の場合、RFC Header を含むシスログを受信

するとファイル名の AutoSplit 値がローカルタイムとならず UTC で保存されます。また SNMP Trap の場合もファイル名の

AutoSplit 値は UTCです。 

表：AutoSplit の時間 

  UDP TCP SNMP Trap 

RFC Header なし Local Time Local Time UTC 

RFC Header あり UTC UTC ー 

 

□Enable Log File Rotationで、ログファイルローテーションを有効にすると、ファイル名にローカルタイムゾーン情報が含ま

れるようになり、最後の 5文字はタイムゾーンオフセットを示します。 

例) ローカルタイムが UTC -6の場合は以下となります。 

mylog_20251020072355123-0600.txt 

ジュピターテクノロジー補足：Log File Rotation設定で Maximum log file age: 1 Days と設定した場合、ローテーションは

UTCで実行するので、「Syslog_20260220090001941+0900.txt」のように、日本時間 9:00にローテーションされて、ファイ

ル名に「ローテーション時刻+0900」が付与されて、記録されるログは概ね、日本時間 9:00～翌 8:59です。 

 

サービスとインストーラーが .NET 10 に移行しました 

KSS NG サービスとインストーラーは、.NET 10 (.NET Runtime v10.0.1/ ASP .Net Core Runtime v.10.0.1 )を使用す

るようになりました。 

注意：公式ドキュメント KSS NG v1.5システム要件に記載のように、KSS NG 1.5.0 に必要な .NET バージョンは 

10.0.1 です。これは、SolarWindsエンジニアリングチームが KSS NG 1.5.0 で検証したバージョンです。KSS NG 

1.5.0.3 は、KSS NG システム要件に記載されている特定の .NET 10.0.1 バージョンでのみ公式サポートされてい

ます。 

 

一般的な改善 

 ライセンス フレームワークがアップグレードされました。（SolarWinds 製品全体でライセンス管理とアクティベーショ

ンの一貫性が向上しました） 

 UI の改善 

 セキュリティの改善 

 バグ修正 

修正された問題 

ケース番号 説 明 

01948117 User Management（ユーザー管理）ページからエクスポート オプションが削除されました。 

https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/system_requirements/kssng_1-5_system_requirements.htm
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ケース番号 説 明 

01610444, 

01618787, 

01765334, 

01816212, 

01817104, 

01844960, 

01968313, 

01959979 

ユーザー招待リンクでは、設定で定義された HTTPS ポートが使用されるようになりました。 

01568975, 

01939866, 

02000954 

IPv6 メッセージが正しく処理され、表示されるようになりました。 

01562341, 

01574841, 

01609994, 

01733381, 

01767320, 

01807692, 

01841389, 

01863485 

Complex(複合)フィルターの Exclude(除外)において、Substring search (部分一致文字列検索)にお

ける複数の値の使用に関する問題が修正されました。 

トップに戻る 

 

インストールまたはアップグレード 

Kiwi Syslog Server NG のインストール方法については、『KSS NG インストール ガイド』を参照してください。 

アップグレード方法については、『Kiwi Syslog Server NG アップグレードガイド』を参照してください。 

 

注意：KSS NG は、Kiwi Syslog Server の旧バージョン（Legacy KSS）とは別のアプリケーションです。Kiwi Syslog 

Server の旧バージョンをインストールしている場合は、KSS NG をインストールする前に、アンインストールするか、Kiwi 

Syslog Serverサービスを停止する必要があります。旧バージョンの Kiwi Syslog Server と Kiwi Syslog Server NG は

同じリスニングポートを使用するため、同じマシン上で実行することはできません。 

 

 

サポート終了（End of life） 

 

https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/kssng_installation_guide.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/kssng_upgrade_guide.htm
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EOLバージョン EOLのお知らせ EOE発効日 EOL発効日 

KSS NG 1.2.1 2025 年 7 月 29 日: 

サポート終了 (EoL) のお知らせ – 

KSS NG 1.2.1 をご利用のお客様

は、最新バージョンの KSS NG へ

の移行を開始する必要がありま

す。 

2025 年 9 月 29 日: 

エンジニアリング終了 (EoE) – 

KSS NG 1.2.1 のサービスリリー

ス、バグ修正、回避策、およびサ

ービスパックは、SolarWinds に

よってサポートされなくなります。 

2026 年 9 月 29 日: 

サポート終了 – SolarWinds 

は KSS NG 1.2.1 に対するテク

ニカルサポートを提供しなくなり

ます。 

KSS NG 1.2 2025 年 7 月 29 日: 

サポート終了 (EoL) のお知らせ – 

KSS NG 1.2 をご利用のお客様

は、最新バージョンの KSS NG へ

の移行を開始する必要がありま

す。 

2025 年 9 月 29 日: 

エンジニアリング終了 (EoE) - 

KSS バージョン 1.2 以前のサ

ービスリリース、バグ修正、回避

策、およびサービスパックは、

SolarWinds によって積極的にサ

ポートされなくなります。 

2026 年 9 月 29 日: 

サポート終了 – SolarWinds 

はKSS NG 1.2 に対するテクニ

カル サポートを提供しなくなり

ます。 

KSS NG 1.1 2025 年 7 月 29 日: 

サポート終了 (EoL) のお知らせ – 

KSS NG 1.1 をご利用のお客様

は、最新バージョンの KSS NG へ

の移行を開始する必要がありま

す。 

2025 年 9 月 29 日: 

エンジニアリング終了 (EoE) – 

KSS NG 1.1 のサービスリリー

ス、バグ修正、回避策、およびサ

ービスパックは、SolarWinds に

よってサポートされなくなります。 

2026 年 9 月 29 日: 

サポート終了 – SolarWinds 

はKSS NG 1.1 に対するテクニ

カル サポートを提供しなくなり

ます。 

KSS NG 1.0 2025 年 7 月 29 日: 

サポート終了 (EoL) のお知らせ – 

KSS NG 1.0 をご利用のお客様

は、最新バージョンの KSS NG へ

の移行を開始する必要がありま

す。 

2025 年 9 月 29 日: 

エンジニアリング終了 (EoE) – 

KSS NG 1.0 のサービスリリー

ス、バグ修正、回避策、サービス

パックは、SolarWinds によって

サポートされなくなります。 

2026 年 9 月 29 日: 

サポート終了 – SolarWinds 

はKSS NG 1.0 に対するテクニ

カル サポートを提供しなくなり

ます。 

Legacy KSS 9.8.3 2025 年 7 月 29 日: 

サポート終了 (EoL) のお知らせ – 

Legacy KSS 9.8.3 をご利用のお

客様は、最新バージョンの KSS 

NG への移行を開始する必要があ

ります。 

2025 年 9 月 27 日: 

エンジニアリング終了 (EoE) – 

Legacy KSS 9.8.3 のサービス 

リリース、バグ修正、回避策、およ

びサービスパックは、SolarWinds 

によってサポートされなくなりま

す。 

2026 年 3 月 28 日: 

サポート終了 – SolarWinds 

は、Legacy KSS 9.8.3 に対す

るテクニカルサポートを提供しな

くなります。 
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SolarWinds 製品のライフサイクルフェーズに関する情報については、 End of Life Policyを参照してください。以前

の KSS NGバージョンの EoL 日付を確認するには、  KSS NG release historyを参照してください。 

トップに戻る 

Legal notices(法的通知) 

© 2026 SolarWinds Worldwide, LLC. All rights reserved. 

This document may not be reproduced by any means nor modified, decompiled, disassembled, published or 

distributed, in whole or in part, or translated to any electronic medium or other means without the prior written 

consent of SolarWinds. All right, title, and interest in and to the software, services, and documentation are and shall 

remain the exclusive property of SolarWinds, its affiliates, and/or its respective licensors. 

SOLARWINDS DISCLAIMS ALL WARRANTIES, CONDITIONS, OR OTHER TERMS, EXPRESS OR IMPLIED, 

STATUTORY OR OTHERWISE, ON THE DOCUMENTATION, INCLUDING WITHOUT LIMITATION 

NONINFRINGEMENT, ACCURACY, COMPLETENESS, OR USEFULNESS OF ANY INFORMATION CONTAINED 

HEREIN. IN NO EVENT SHALL SOLARWINDS, ITS SUPPLIERS, NOR ITS LICENSORS BE LIABLE FOR ANY 

DAMAGES, WHETHER ARISING IN TORT, CONTRACT OR ANY OTHER LEGAL THEORY, EVEN IF 

SOLARWINDS HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

The SolarWinds, SolarWinds & Design, Orion, and THWACK trademarks are the exclusive property of SolarWinds 

Worldwide, LLC or its affiliates, are registered with the U.S. Patent and Trademark Office, and may be registered or 

pending registration in other countries. All other SolarWinds trademarks, service marks, and logos may be common 

law marks or are registered or pending registration. All other trademarks mentioned herein are used for identification 

purposes only and are trademarks of (and may be registered trademarks) of their respective companies. 

http://www.solarwinds.com/end-of-life-policy
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/kss/content/release_notes/release_history.htm

